雪国文化 【雪国の年中行事】

十日町節季市（別名「チンコロ市」、1月10、15、20、25日）
江戸時代（1603〜1867）より、十日町（とおかまち）では真冬の時期に市が開かれてきた。西暦が採用される以前は12月に6回開催されていたが、現在は1月に行われている。市は社交とビジネスの両方を兼ねた理想的な場として機能し、周囲の山から農家を引き寄せ、やって来た農家は副収入を得るために農作物や自家製の商品、織物を販売した。この節季市は、米粉（新粉）を蒸して練り上げた子犬の置物（日本原産の犬であるチンから取って、チンコロと呼ばれる）にちなんで「チンコロ市」とも呼ばれている。このチンコロは20世紀の変わり目に市で最初に販売されたものである。これが非常に人気を呼び、現在は、ウサギや他の縁起の良い動物の置物も販売されている。時間の経過とともに、この小さな手作りの置物にできる割れ目が増えれば増えるほど、その持ち主は幸運になると考えられている。

大白倉（おおしらくら）バイトウ（1月中旬）
1月になると、大白倉集落の住民たちはワラとケヤキを使用して、高さ10メートル、直径8メートルのバイトウと呼ばれる巨大な小屋を建てる。1月14日、住民たちは中に座ってその年の出来事を語り合い、最後にバイトウは燃やされる。炎の形でその年の作物の状態を占い、火柱がまっすぐ高く上がれば豊作になると言われている。

むこ投げ（1月15日）
松之山（まつのやま）温泉で毎年行われるこのイベントでは、お祝いの行事として、5メートル下の雪の中に新婚の婿が投げ落とされる。この儀式の起源は、集落の女性と結婚したよそ者の男性に対して時折行われた腹いせ行為にあると言われている。日本語では、婿投げという言葉は文字通り「新郎を投げる」という意味である。

すみ塗り（1月15日）
「灰を塗りつける」を意味する「すみ塗り」は、松之山温泉の神社で行われる正月飾りを燃やす儀式の後に開催される。参加者は、その年の無病息災と家業繁栄を願い、お互いの顔に灰と雪を混ぜた墨を塗りつける。

